
別添１

協議会名： 井原市公共交通会議

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

令和8年1月9日

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

井原市公共交通会議

（１）井原市予約型乗合タクシー
      （芳井地区）
（２）井原市予約型乗合タクシー
      （芳井地区）
（３）井原市予約型乗合タクシー
      （美星地区）
（４）井原市予約型乗合タクシー
      （美星地区）

・利用者数だけでなく、利用時
間帯や行き先などの利用状況
を集計し、公共交通会議で報
告、検証を行った。
・地域説明会を実施し、利用方
法等の周知を図り、利用促進
に努めた。

A
計画通り事業は適切
に実施された。 B

①予約型乗合タクシー（あいあい
カー芳井地区）年間利用者数
　 （目標値）2,900人
　 （実績値）3,630人（125.1％）

②予約型乗合タクシー（あいあい
カー美星地区）の年間利用者数
　 （目標値）1,500人
　 （実績値）2,170人（144.6％）

③予約型乗合タクシー
  （あいあいカー芳井地区）
   利用者1人あたりの市支出額
　 （目標値）4,300円/人以内
　 （実績値）4,268円/人

④予約型乗合タクシー
  （あいあいカー美星地区）
   利用者1人あたりの市支出額
　 （目標値）3,600円/人以内
　 （実績値）7,366円/人

⑤予約型乗合タクシー（あいあい
カー芳井地区）の運行に係る収支率
　　（目標値）16％以上
　　（実績値）18％

⑥予約型乗合タクシー（あいあい
カー美星地区）の運行に係る収支率
　　（目標値）21％以上
　　（実績値）25％

・予約型乗合タクシーの年間利用者
や収支率については、利用者や収益
の増加により、目標値を達成した。
・あいあいカー美星地区の利用者1
人あたりの市支出額については、乗
合率が伸びておらず、目標値を達成
できなかった。

・現在、第２期地域公共交通計画
を策定しており、次期計画期間に
おいて、あいあいカーの運行エリア
の拡大・再編の検討やＩＴ技術等を
活用した利便性・効率性の向上に
ついて検討することとしている。
・公共交通会議広報誌「公共交通
かわら版」の発行や地域での説明
会等を実施するとともに、SNS（運
行ダイヤ、イベント情報等の発信）
も活用し、公共交通利用促進に努
める。



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

井原市は岡山県の西南部に位置し、面積243.54㎢、人口38,384人の自治体である。（人口密度157.7人/㎢　高齢化率
37.4％）
人口減少と高齢化の進展及び自家用車の普及により、当市の公共交通機関の利用者は減少を続けており、収支悪化
による行政負担の増加やバス停まで歩いていくことが困難な人も増加するなど様々な問題があり、令和３年度末に公
共交通の再編を実施し、バス路線の廃止・縮小、予約型乗合タクシーの区域拡大を実施した。
地域間幹線系統と接続する予約型乗合タクシーは、住民の通院・買い物を中心とした生活に不可欠な公共交通として
維持していくことが必要であることから、地域内フィーダー系統確保維持事業を活用し、今後も市内の地域公共交通の
維持確保を図ることとしている。
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事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和8年1月9日

協議会名： 井原市公共交通会議

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金














